
2021年３月期 決算短信〔日本基準〕(連結)
2021年５月12日

上 場 会 社 名 日本パーカライジング株式会社 上場取引所 東
コ ー ド 番 号 4095 URL https://www.parker.co.jp/
代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名)松本 満
問合せ先責任者 (役職名) 取締役管理本部長 (氏名)田村 裕保 (TEL)03-3278-4333
定時株主総会開催予定日 2021年６月29日 配当支払開始予定日 2021年６月30日
有価証券報告書提出予定日 2021年６月29日
決算補足説明資料作成の有無 ： 有

決算説明会開催の有無 ： 有
　

(百万円未満切捨て)
１．2021年３月期の連結業績（2020年４月１日～2021年３月31日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年３月期 99,918 △16.1 10,681 △15.2 14,197 △9.7 9,999 5.8

2020年３月期 119,028 △7.9 12,601 △26.0 15,723 △21.9 9,449 △17.3
(注) 包括利益 2021年３月期 13,390百万円( 40.0％) 2020年３月期 9,564百万円( 19.6％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2021年３月期 84.75 － 6.8 6.5 10.7

2020年３月期 78.87 － 6.7 7.2 10.6
(参考) 持分法投資損益 2021年３月期 652百万円 2020年３月期 1,321百万円
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年３月期 220,210 176,667 68.8 1,288.01

2020年３月期 216,773 170,947 66.1 1,203.34
(参考) 自己資本 2021年３月期 151,499百万円 2020年３月期 143,234百万円
　

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2021年３月期 16,212 △7,263 △8,106 57,108

2020年３月期 17,514 △8,732 △6,109 56,507
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2020年３月期 － 11.00 － 13.00 24.00 2,933 30.4 2.0

2021年３月期 － 12.00 － 14.00 26.00 3,126 30.7 2.1

2022年３月期(予想) － 13.00 － 13.00 26.00 28.3

　

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 118,000 18.1 15,000 40.4 17,700 24.7 10,800 8.0 91.82

　　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 －社 (社名) 、除外 －社 (社名)
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年３月期 132,604,524株 2020年３月期 132,604,524株

② 期末自己株式数 2021年３月期 14,981,884株 2020年３月期 13,574,125株

③ 期中平均株式数 2021年３月期 117,978,716株 2020年３月期 119,811,578株
　

　

(参考) 個別業績の概要
１．2021年３月期の個別業績（2020年４月１日～2021年３月31日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年３月期 38,681 △17.3 3,422 7.6 7,395 3.6 8,261 51.8

2020年３月期 46,786 △8.9 3,179 △38.5 7,136 △23.3 5,441 △39.1

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2021年３月期 68.61 －

2020年３月期 44.49 －
　

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年３月期 121,670 88,388 72.6 736.06

2020年３月期 113,333 81,557 72.0 671.61

(参考) 自己資本 2021年３月期 88,388百万円 2020年３月期 81,557百万円
　
　　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想

の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料５ページ「１．経営成績等

の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。

・当社は、2021年５月28日に機関投資家・アナリスト向けに決算説明会を開催する予定です。この決算説明会資料

は当社ホームページで掲載しますので、ご参照ください。
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１１１１１．．．．．経営成績等の概経営成績等の概経営成績等の概経営成績等の概経営成績等の概況況況況況

（（（（（１１１１１）））））当期の経営成績の概当期の経営成績の概当期の経営成績の概当期の経営成績の概当期の経営成績の概況況況況況

当連結会計年度における世界経済は、新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、社会・経済活動が大きく制限

され停滞するなど、極めて厳しい状況となりました。期後半は経済活動の再開や経済対策の効果により持ち直しの動

きも見られましたが、地域によっては都市封鎖の再開や変異株の出現による感染再拡大の兆候が見られるなど、依然

として予断を許さない状況が続いております。わが国経済におきましても、緊急事態宣言後の経済活動の再開に伴い、

個人消費や企業収益に回復の兆しが見られましたが、緊急事態宣言の再発令や外出自粛による経済活動の制限に加え

て、原材料価格の高騰や半導体の供給不足などのリスク要因もあり、引き続き先行きは不透明な状況です。

当社グループを取り巻く事業環境は、主要な供給先であります自動車業界では、足元は回復基調にあるものの、世

界の主要国で自動車生産台数が落ち込み、前年割れとなる月が続くなど厳しい状況で推移いたしました。もう一つの

柱であります鉄鋼業界でも、新型コロナウイルス感染症の影響に加えて、長引く米中貿易摩擦や鉄鉱石価格の高止ま

りによる生産コストの上昇などにより事業環境は厳しさを増しております。

この結果、当連結会計年度の連結業績は次のとおりとなりました。

（単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益

当連結会計年当連結会計年当連結会計年当連結会計年当連結会計年度度度度度

（（（（（22222000002222211111年年年年年３３３３３月月月月月期期期期期）））））
9999999999,,,,,999991111188888 1111100000,,,,,666668888811111 1111144444,,,,,111119999977777 99999,,,,,999999999999999

前連結会計年度

（2020年３月期）
119,028 12,601 15,723 9,449

増減金額 △19,110 △1,920 △1,526 549

増減率 △16.1％ △15.2％ △9.7％ 5.8％

売売売売売上上上上上高高高高高は999億18百万円（前年同期比16.1％減）となりました。第１四半期は207億93百万円と厳しいスタートとな

りましたが、以降は第２四半期235億24百万円、第３四半期253億76百万円、当第４四半期302億23百万円と緩やかな回

復基調で推移いたしました。事業の種類別セグメント毎の売上高は、前年同期に比べ薬品事業が11.9％減、装置事業

が26.8％減、加工事業が13.9％減、その他が25.2％減といずれも減収となりました。また、地域別セグメントは、国

内が14.5％減、アジアが19.5％減、欧米が13.2％減といずれも減収となりました。

営営営営営業業業業業利利利利利益益益益益は106億81百万円（前年同期比15.2％減）と、売上高の減少に伴い減益となりました。経経経経経常常常常常利利利利利益益益益益は141億97

百万円（前年同期比9.7％減）、特別利益として退職給付信託設定益30億10百万円が入り、親親親親親会会会会会社社社社社株株株株株主主主主主ににににに帰帰帰帰帰属属属属属すすすすするるるるる当当当当当期期期期期

純利益純利益純利益純利益純利益は99億99百万円（前年同期比5.8％増）となりました。

この結果、当連結会計年度の総総総総総資資資資資産産産産産経経経経経常常常常常利利利利利益益益益益率率率率率（ROA）は6.5％と前年同期と比べ0.7ポイント減少いたしました。ま

た、自己資本利益自己資本利益自己資本利益自己資本利益自己資本利益率率率率率（ROE）は6.8％と前年同期と比べ0.1ポイント増加いたしました。

【【【【【為替の影響為替の影響為替の影響為替の影響為替の影響額額額額額】】】】】

海外業績の換算による損益計算書に与える影響額は、売上高で11億57百万円程度の減収、営業利益で71百万円程度

の減益となっております。
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【【【【【事業の種類別セグメント事業の種類別セグメント事業の種類別セグメント事業の種類別セグメント事業の種類別セグメントの概の概の概の概の概況況況況況】】】】】 （単位：百万円）

報告セグメント

売上高 セグメント利益又は損失(△)（営業利益）

前連結

会計年度

当連当連当連当連当連結結結結結

会計年度会計年度会計年度会計年度会計年度
増減額 増減率

前連結

会計年度

当連当連当連当連当連結結結結結

会計年度会計年度会計年度会計年度会計年度
増減額 増減率

薬品事業 46,069 4444400000,,,,,666660000055555 △5,464 △11.9% 7,696 66666,,,,,333338888800000 △1,316 △17.1%

装置事業 23,918 1111177777,,,,,555551111111111 △6,407 △26.8% 618 444443333300000 △187 △30.3%

加工事業 45,425 3333399999,,,,,000009999966666 △6,328 △13.9% 7,340 55555,,,,,222220000066666 △2,133 △29.1%

その他 3,615 22222,,,,,777770000055555 △910 △25.2% △1,250 3333399999 1,289 103.2%

調整額（消去） － －－－－－ － － △1,803 △△△△△11111,,,,,333337777766666 427 －

連結損益計算書計上額 119,028 9999999999,,,,,999991111188888 △19,110 △16.1% 12,601 1111100000,,,,,666668888811111 △1,920 △15.2%

当連結会計年度の期首より、報告セグメントとして記載する事業区分を一部変更しており、当連結会計年度の比較・

分析は、変更後の区分に基づいております。

①①①①①薬品事薬品事薬品事薬品事薬品事業業業業業

売売売売売上上上上上高高高高高は406億５百万円（前年同期比11.9％減）となり、営営営営営業業業業業利利利利利益益益益益は63億80百万円（前年同期比17.1％減）となりま

した。当事業部門は、金属などの表面に耐食性、耐摩耗性、潤滑性など機能性向上を目的とする化成皮膜を施し、素

材の付加価値を高める薬剤などを中心に製造・販売しております。期前半は新型コロナウイルス感染症の影響により、

国内では鉄鋼・自動車業界などの取引先で減産調整が行われ、海外においても政府要請による工場シャットダウンを

余儀なくされるなど厳しい状況で推移しました。期後半は鉄鋼・自動車業界などの取引先において生産好転がみられ

ましたが、前半の落ち込みを挽回するまでには至らず、全体としては減収減益となりました。

②②②②②装置事装置事装置事装置事装置事業業業業業

売売売売売上上上上上高高高高高は175億11百万円（前年同期比26.8％減）となり、営営営営営業業業業業利利利利利益益益益益は４億30百万円（前年同期比30.3％減）となりま

した。当事業部門は、輸送機器業界を中心に前処理設備、塗装設備及び粉体塗装設備などを製造・販売しておりま

す。大型案件の減少に加え、新型コロナウイルス感染症の影響による現場行程の遅れや顧客の設備投資見直しによる

売上計上時期の遅れが発生したほか、為替変動による収益性の悪化もあり減収減益となりました。

③③③③③加工事加工事加工事加工事加工事業業業業業

売売売売売上上上上上高高高高高は390億96百万円（前年同期比13.9％減）となり、営営営営営業業業業業利利利利利益益益益益52億６百万円（前年同期比29.1％減）となりまし

た。当事業部門は、熱処理加工、防錆加工、めっき処理などの表面処理の加工サービスを提供しております。期前半

は国内の一部工場での一時休業の実施や、海外では政府要請による工場シャットダウンなどにより、生産活動が制限

されたことにより厳しい状況で推移しました。期後半は国内主要取引先である自動車部品メーカーの生産好転により

回復傾向が見られたものの、タイや米国など海外では収益面での回復が遅れたため、全体として減収減益となりまし

た。

④④④④④そのそのそのそのその他他他他他

売売売売売上上上上上高高高高高は27億５百万円（前年同期比25.2％減）となり、営営営営営業業業業業利利利利利益益益益益は39百万円（前年同期比103.2％増）となりまし

た。当事業部門は、為替の影響を受けない国内を中心に、ビルメンテナンス事業、太陽光発電事業などを営んでおり

ます。また、ライフサイエンス事業として、一般消費者向けに抗菌剤「Pal-feel」の販売を開始しました。併せて、

医療機器への参入を進めており、自社開発のコーティング技術により、血液や生体組織の付着を低減した電気メス部

品「CHIDORI」を上市し、2020年“超”モノづくり部品大賞「健康福祉・バイオ・医療機器部品賞」を受賞しました。

【【【【【投資情投資情投資情投資情投資情報報報報報】】】】】 （単位：百万円）

前連結会計年度 当連結会計年度当連結会計年度当連結会計年度当連結会計年度当連結会計年度

減価償却費 6,516 55555,,,,,666662222222222

設備投資額 8,974 44444,,,,,777774444422222

研究開発費 2,220 22222,,,,,000004444477777

有利子負債 1,855 11111,,,,,555553333399999
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（（（（（２２２２２）））））当期の財政状態の概当期の財政状態の概当期の財政状態の概当期の財政状態の概当期の財政状態の概況況況況況

資資資資資産産産産産合合合合合計計計計計は、前連結会計年度末と比較し34億36百万円増加し2,202億10百万円となりました。流動資産は37億54百万

円増加いたしました。主な要因は、現金及び預金が65億96百万円増加した一方で、有価証券が21億９百万円減少いた

しました。固定資産は３億17百万円減少いたしました。主な要因は、有形固定資産が35億81百万円減少した一方で、

投資その他の資産が投資有価証券の時価上昇などにより33億42百万円増加いたしました。

負負負負負債債債債債合合合合合計計計計計は、前連結会計年度末と比較し22億83百万円減少し435億42百万円となりました。流動負債は５億94百万円

増加いたしました。主な要因は、支払手形及び買掛金が14億45百万円減少した一方で、前受金が19億52百万円増加い

たしました。固定負債は28億77百万円減少いたしました。主な要因は、投資有価証券の時価上昇に伴い繰延税金負債

が18億88百万円増加した一方で、退職給付信託設定などにより退職給付引当金が41億10百万円減少いたしました。

純純純純純資資資資資産産産産産合合合合合計計計計計は、前連結会計年度末と比較し57億19百万円増加し1,766億67百万円となりました。主な要因は利益剰余

金が70億39百万円、自己株式が13億56百万円、その他有価証券評価差額金が33億13百万円それぞれ増加した一方で、

為替換算調整勘定が11億10百万円、非支配株主持分が25億45百万円それぞれ減少いたしました。

以上の結果、自己資本比率は68.8％と前連結会計年度末と比較し2.7ポイント増加するとともに、１株当たり純資産

は1,288円１銭と84円67銭増加いたしました。

（（（（（３３３３３）））））当期のキャッシュ当期のキャッシュ当期のキャッシュ当期のキャッシュ当期のキャッシュ・・・・・フローの概フローの概フローの概フローの概フローの概況況況況況

現金及び現金同等物は、期首と比較し６億円増加し、571億８百万円となりました。なお、当連結会計年度では、現

金及び現金同等物に係る換算差額により２億41百万円減少しております。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況と増減の要因は次のとおりであります。

①①①①① 営営営営営業業業業業活活活活活動動動動動ににににによよよよよるるるるるキキキキキャャャャャッッッッッシシシシシュュュュュ・・・・・フフフフフロロロロローーーーーは、前連結会計年度に比べ13億２百万円収入が減少し162億円12百万円の収入

となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益164億62百万円、減価償却費56億22百万円、受取利息及び受

取配当金９億26百万円、売上債権の減少額８億73百万円、仕入債務の減少額11億68百万円、前受金の増加額19億

52百万円、法人税等の支払額34億53百万円であります。

②②②②② 投投投投投資資資資資活活活活活動動動動動ににににによよよよよるるるるるキキキキキャャャャャッッッッッシシシシシュュュュュ・・・・・フフフフフロロロロローーーーーは、前連結会計年度に比べ14億69百万円支出が減少し72億63百万円の支出と

なりました。主な支出は、定期預金の預入による支出50億60百万円、有形固定資産の取得による支出49億８百万

円であります。

③③③③③ 財財財財財務務務務務活活活活活動動動動動ににににによよよよよるるるるるキキキキキャャャャャッッッッッシシシシシュュュュュ・・・・・フフフフフロロロロローーーーーは、前連結会計年度に比べ19億96百万円支出が増加し81億６百万円の支出と

なりました。主な支出は、配当金の支払額30億23百万円、自己株式の取得による支出14億87百万円、子会社の自

己株式の取得による支出27億88百万円であります。
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（（（（（４４４４４）））））今後の見通今後の見通今後の見通今後の見通今後の見通ししししし

今後につきましては、各国の経済対策や感染防止策の効果等により緩やかな回復基調が継続するものと見込まれて

おりますが、新型コロナウイルス感染症の再拡大懸念も払拭されておらず、依然として先行き不透明な状況が続くと

予想されます。

次期の見通しにつきましては、主要取引先であります自動車業界や鉄鋼業界で自動車生産台数や鋼材需要の回復が

見込まれているため、以下のとおり増収増益となる見込みです。

【【【【【次期連結業次期連結業次期連結業次期連結業次期連結業績績績績績（（（（（22222000002222222222年年年年年３３３３３月月月月月期期期期期）））））の見通の見通の見通の見通の見通ししししし】】】】】 （単位：百万円）

2022年３月期

（予想）
増減 前期比

売上高 118,000 18,081 18.1％

営業利益 15,000 4,318 40.4％

経常利益 17,700 3,502 24.7％

親会社株主に帰属する当期純利益 10,800 800 8.0％

（次期業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、経済情勢の変化、市場の動向、為替レート

の変動などにより乖離する可能性があります。なお、この業績予想は直近までの平均レートを参考に作成しておりま

す。）

（（（（（５５５５５）））））利益配分に関する基本方利益配分に関する基本方利益配分に関する基本方利益配分に関する基本方利益配分に関する基本方針及び当期針及び当期針及び当期針及び当期針及び当期・・・・・次期の配次期の配次期の配次期の配次期の配当当当当当

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営上の重要課題の一つと考え、業績動向、配当性向ならびに将来の事業

展開に必要な内部留保の水準などを総合的に勘案し、利益配分を決定しております。配当につきましては、連結配当

性向25％を目処に、将来の事業展開及び利益水準を勘案しつつ、安定した配当を継続的に実施することで、株主の皆

様の期待に添うべく努力してまいりたいと考えております。

当期の期末配当金につきましては、株主の皆様に更なる利益還元を促進するため、１株あたり14円を予定しており

ます。既に実施しております中間配当金12円とあわせ、当期の年間配当金は１株につき26円となります。

なお、次期（2022年３月期）の配当につきましては、安定した配当を継続的に実施する観点から、１株当たりの年

間配当金を26円と予定し、そのうち１株当たり13円を中間配当金とし、同13円を期末配当金とする予定です。

２２２２２．．．．．会計基準の選択に関する会計基準の選択に関する会計基準の選択に関する会計基準の選択に関する会計基準の選択に関する基本的な考え基本的な考え基本的な考え基本的な考え基本的な考え方方方方方

当社グループは連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸

表を作成する方針であります。

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮のうえ、適切に対応していく方針であります。
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３３３３３．．．．．連結財務諸表及び主な注連結財務諸表及び主な注連結財務諸表及び主な注連結財務諸表及び主な注連結財務諸表及び主な注記記記記記

（（（（（１１１１１）））））連結貸借対照連結貸借対照連結貸借対照連結貸借対照連結貸借対照表表表表表

(単位：百万円)

前連結会計年度末
(2020年３月31日)

当連結会計年度末
(2021年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 59,992 66,589

受取手形及び売掛金 36,420 36,934

有価証券 2,676 566

商品及び製品 2,995 2,684

仕掛品 1,620 2,053

原材料及び貯蔵品 5,174 4,617

その他 3,614 2,776

貸倒引当金 △1,460 △1,434

流動資産合計 111,034 114,788

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 22,419 23,271

機械装置及び運搬具（純額） 16,819 15,426

土地 16,589 16,370

建設仮勘定 4,515 2,191

その他（純額） 2,133 1,635

有形固定資産合計 62,476 58,895

無形固定資産 2,489 2,410

投資その他の資産

投資有価証券 29,245 33,006

退職給付に係る資産 77 3

繰延税金資産 2,268 1,638

その他 9,285 9,597

貸倒引当金 △103 △130

投資その他の資産合計 40,773 44,115

固定資産合計 105,739 105,421

資産合計 216,773 220,210
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(単位：百万円)

前連結会計年度末
(2020年３月31日)

当連結会計年度末
(2021年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 18,473 17,028

1年内返済予定の長期借入金 511 634

未払法人税等 1,843 2,694

賞与引当金 2,447 2,644

役員賞与引当金 95 70

その他 8,012 8,907

流動負債合計 31,384 31,978

固定負債

長期借入金 983 560

退職給付に係る負債 9,819 5,709

役員退職慰労引当金 204 231

繰延税金負債 1,647 3,536

その他 1,786 1,526

固定負債合計 14,441 11,563

負債合計 45,826 43,542

純資産の部

株主資本

資本金 4,560 4,560

資本剰余金 4,300 4,460

利益剰余金 137,710 144,750

自己株式 △10,388 △11,745

株主資本合計 136,183 142,025

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,208 10,522

繰延ヘッジ損益 55 0

為替換算調整勘定 △244 △1,354

退職給付に係る調整累計額 31 305

その他の包括利益累計額合計 7,051 9,473

非支配株主持分 27,713 25,168

純資産合計 170,947 176,667

負債純資産合計 216,773 220,210
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（（（（（２２２２２）））））連結損益計算書及び連結連結損益計算書及び連結連結損益計算書及び連結連結損益計算書及び連結連結損益計算書及び連結包括利益計算包括利益計算包括利益計算包括利益計算包括利益計算書書書書書

連結損益計算連結損益計算連結損益計算連結損益計算連結損益計算書書書書書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

売上高 119,028 99,918

売上原価 78,816 65,332

売上総利益 40,211 34,586

販売費及び一般管理費

運搬費 1,955 1,677

役員報酬 500 489

従業員給料 8,030 8,004

賞与 2,017 1,497

賞与引当金繰入額 1,546 1,682

退職給付費用 794 803

減価償却費 1,288 1,103

その他 11,475 8,646

販売費及び一般管理費合計 27,609 23,905

営業利益 12,601 10,681

営業外収益

受取利息 418 346

受取配当金 680 580

受取賃貸料 785 774

受取技術料 426 706

持分法による投資利益 1,321 652

補助金収入 45 563

その他 417 564

営業外収益合計 4,096 4,187

営業外費用

支払利息 38 29

賃貸費用 321 298

為替差損 141 －

支払補償費 30 69

その他 441 274

営業外費用合計 974 671

経常利益 15,723 14,197
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

特別利益

固定資産売却益 219 63

国庫補助金 289 －

投資有価証券売却益 81 776

退職給付信託設定益 － 3,010

その他 － 16

特別利益合計 589 3,865

特別損失

固定資産除売却損 295 98

固定資産圧縮損 270 －

減損損失 － 1,211

投資有価証券評価損 185 9

関係会社株式売却損 － 166

その他 1 113

特別損失合計 752 1,600

税金等調整前当期純利益 15,560 16,462

法人税、住民税及び事業税 4,176 4,245

法人税等調整額 △32 833

法人税等合計 4,143 5,078

当期純利益 11,416 11,384

非支配株主に帰属する当期純利益 1,967 1,384

親会社株主に帰属する当期純利益 9,449 9,999
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連結包括利益計算連結包括利益計算連結包括利益計算連結包括利益計算連結包括利益計算書書書書書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当期純利益 11,416 11,384

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,326 3,643

繰延ヘッジ損益 61 △61

為替換算調整勘定 549 △1,826

退職給付に係る調整額 △18 273

持分法適用会社に対する持分相当額 △119 △23

その他の包括利益合計 △1,852 2,006

包括利益 9,564 13,390

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 7,296 12,421

非支配株主に係る包括利益 2,267 968
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（（（（（３３３３３）））））連結株主資本等変動計算連結株主資本等変動計算連結株主資本等変動計算連結株主資本等変動計算連結株主資本等変動計算書書書書書

　前連結会計年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,560 4,350 130,910 △8,568 131,253

当期変動額

剰余金の配当 △2,649 △2,649

親会社株主に帰属す

る当期純利益
9,449 9,449

自己株式の取得 △129 △1,824 △1,954

自己株式の処分 39 4 43

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

39 39

持分法適用会社に対

する持分変動に伴う

自己株式の増減

0 △0 0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

－

当期変動額合計 － △50 6,800 △1,820 4,929

当期末残高 4,560 4,300 137,710 △10,388 136,183

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 9,382 △0 △226 47 9,203 26,302 166,759

当期変動額

剰余金の配当 △2,649

親会社株主に帰属す

る当期純利益
9,449

自己株式の取得 △1,954

自己株式の処分 43

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

39

持分法適用会社に対

する持分変動に伴う

自己株式の増減

0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△2,174 55 △17 △16 △2,152 1,411 △741

当期変動額合計 △2,174 55 △17 △16 △2,152 1,411 4,188

当期末残高 7,208 55 △244 31 7,051 27,713 170,947
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　当連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,560 4,300 137,710 △10,388 136,183

当期変動額

剰余金の配当 △2,959 △2,959

親会社株主に帰属す

る当期純利益
9,999 9,999

自己株式の取得 △1,381 △1,381

自己株式の処分 12 12

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

159 159

持分法適用会社に対

する持分変動に伴う

自己株式の増減

12 12

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

－

当期変動額合計 － 159 7,039 △1,356 5,842

当期末残高 4,560 4,460 144,750 △11,745 142,025

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 7,208 55 △244 31 7,051 27,713 170,947

当期変動額

剰余金の配当 △2,959

親会社株主に帰属す

る当期純利益
9,999

自己株式の取得 △1,381

自己株式の処分 12

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

159

持分法適用会社に対

する持分変動に伴う

自己株式の増減

12

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

3,313 △55 △1,110 274 2,422 △2,545 △122

当期変動額合計 3,313 △55 △1,110 274 2,422 △2,545 5,719

当期末残高 10,522 0 △1,354 305 9,473 25,168 176,667
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（（（（（４４４４４）））））連結キャッシュ連結キャッシュ連結キャッシュ連結キャッシュ連結キャッシュ・・・・・フロー計算フロー計算フロー計算フロー計算フロー計算書書書書書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 15,560 16,462

減価償却費 6,516 5,622

減損損失 － 1,211

退職給付信託設定益（△は益） － △3,010

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,308 5

受取利息及び受取配当金 △1,099 △926

持分法による投資損益（△は益） △1,321 △652

売上債権の増減額（△は増加） 4,056 △873

たな卸資産の増減額（△は増加） 528 56

前渡金の増減額（△は増加） 68 266

仕入債務の増減額（△は減少） △3,992 △1,168

前受金の増減額（△は減少） 94 1,952

その他 △332 △455

小計 21,386 18,489

利息及び配当金の受取額 1,270 1,205

利息の支払額 △38 △30

法人税等の支払額 △5,103 △3,453

営業活動によるキャッシュ・フロー 17,514 16,212

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2,492 △5,060

定期預金の払戻による収入 1,093 584

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △636 △866

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

1,424 2,748

有形固定資産の取得による支出 △9,171 △4,908

有形固定資産の売却による収入 842 410

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

－ △23

その他 206 △147

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,732 △7,263

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 100 321

長期借入金の返済による支出 △541 △315

自己株式の取得による支出 △1,824 △1,487

子会社の自己株式の取得による支出 － △2,788

自己株式の売却による収入 83 －

配当金の支払額 △2,704 △3,023

非支配株主への配当金の支払額 △680 △618

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△35 －

その他 △506 △193

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,109 △8,106

現金及び現金同等物に係る換算差額 109 △241

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,781 600

現金及び現金同等物の期首残高 53,726 56,507

現金及び現金同等物の期末残高 56,507 57,108
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（（（（（５５５５５）））））連結財務諸表に関する注連結財務諸表に関する注連結財務諸表に関する注連結財務諸表に関する注連結財務諸表に関する注記事記事記事記事記事項項項項項

(((((継続企業の前提に関する継続企業の前提に関する継続企業の前提に関する継続企業の前提に関する継続企業の前提に関する注記注記注記注記注記)))))

該当事項はありません。

(((((会計上の見積りと区別す会計上の見積りと区別す会計上の見積りと区別す会計上の見積りと区別す会計上の見積りと区別することが困難な会計方針ることが困難な会計方針ることが困難な会計方針ることが困難な会計方針ることが困難な会計方針の変更の変更の変更の変更の変更)))))

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

　 当社および国内連結子会社の有形固定資産の減価償却方法については、従来、定率法(ただし、1998年

　 ４月１日以降に取得した建物ならびに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備および構築物につい

　 ては定額法)を採用しておりましたが、当連結会計年度より定額法に変更いたしました。

　 この変更は、中期経営計画の策定を契機に減価償却方法を検討した結果、今後生産設備が長期にわたり

　 安定的に稼働することが見込まれ、投資効果が平均的に生ずると見込まれることから、有形固定資産の

　 減価償却方法として定額法を採用することが、今後のグループの経営実態を適正に反映するものと判断

　 いたしました。

　 この結果、従来の方法によった場合と比較し、当連結会計年度の営業利益は528百万円、経常利益およ

　 び税金等調整前当期純利益は548百万円それぞれ増加しております。
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(((((セグメント情報等セグメント情報等セグメント情報等セグメント情報等セグメント情報等)))))

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の配

分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、経営組織の形態と製品及びサービスの特性に基づいて、「薬品事業」、「装置事業」及び「加工事業」の

３つを報告セグメントとしております。

　「薬品事業」は耐食性、耐磨耗性、潤滑性などの機能性向上を目的に、金属などの表面に化成皮膜を施し、素材の

付加価値を高める薬剤などを中心に製造・販売を、「装置事業」は前処理設備、塗装設備、粉体塗装設備などの製

造・販売を、「加工事業」は熱処理加工、防錆加工、めっき加工などの表面処理の加工サービス提供を行っておりま

す。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの利益は、営業利益の数値であります。

セグメント間の内部売上高又は振替高は、主に市場価格や製造原価に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2019年４月１日　至 2020年３月31日)

　 (単位：百万円)

報告セグメント

その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

連結財務諸
表計上額
（注３）薬品事業 装置事業 加工事業 計

売上高

(1)外部顧客に対する
売上高

46,069 23,918 45,425 115,412 3,615 119,028 － 119,028

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,285 730 58 2,075 369 2,444 △2,444 －

計 47,355 24,649 45,483 117,488 3,985 121,473 △2,444 119,028

セグメント利益又は
損失(△)

7,696 618 7,340 15,655 △1,250 14,405 △1,803 12,601

セグメント資産 55,257 19,518 77,479 152,255 2,697 154,953 61,820 216,773

その他の項目

減価償却費 1,828 205 3,847 5,881 94 5,976 539 6,516

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

2,853 239 5,518 8,610 146 8,757 216 8,974

（注）１ 「その他」は、報告セグメントに含まれない区分であり、ビルメンテナンス事業、太陽光発電事業などを含

んでおります。

２ 調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,803百万円には、セグメント間取引消去90百万円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△1,894百万円が含まれております。なお、全社費用は、各報告セグ

メントに帰属しない一般管理費及び技術研究費であります。

(2) セグメント資産の調整額61,820百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産84,971百万円が

含まれております。なお、全社資産の主なものは、提出会社の一般管理部門及び研究部門に係る資産であ

ります。

３ セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４ セグメント資産に含まれる持分法適用会社への投資額は11,587百万円であり、主に提出会社の一般管理部門

に全社資産として計上されております。
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当連結会計年度(自 2020年４月１日　至 2021年３月31日)

　 (単位：百万円)

報告セグメント

その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

連結財務諸
表計上額
（注３）薬品事業 装置事業 加工事業 計

売上高

(1)外部顧客に対する
売上高

40,605 17,511 39,096 97,212 2,705 99,918 － 99,918

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高

969 349 57 1,376 77 1,454 △1,454 －

計 41,575 17,860 39,153 98,589 2,783 101,372 △1,454 99,918

セグメント利益又は
損失(△)

6,380 430 5,206 12,017 39 12,057 △1,376 10,681

セグメント資産 55,666 20,625 76,465 152,757 1,720 154,477 65,732 220,210

その他の項目

減価償却費 1,452 199 3,469 5,120 106 5,227 394 5,622

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

2,405 38 2,208 4,652 192 4,844 △102 4,742

（注）１ 「その他」は、報告セグメントに含まれない区分であり、ビルメンテナンス事業、太陽光発電事業などを含

んでおります。

２ 調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,376百万円には、セグメント間取引消去289百万円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△1,665百万円が含まれております。なお、全社費用は、各報告セグ

メントに帰属しない一般管理費及び技術研究費であります。

(2) セグメント資産の調整額65,732百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産92,435百万円が

含まれております。なお、全社資産の主なものは、提出会社の一般管理部門及び研究部門に係る資産であ

ります。

３ セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４ セグメント資産に含まれる持分法適用会社への投資額は12,036百万円であり、主に提出会社の一般管理部門

に全社資産として計上されております。

　４．報告セグメントの変更等に関する事項

(報告セグメントの区分変更)

当連結会計年度の期首から、事業区分を見直したことに伴い、一部の装置事業およびその他に含まれていた運送事

業・金属板試験片製造・販売事業について薬品事業へ変更し、一部の薬品事業について加工事業へ変更いたしまし

た。

なお、前連結会計年度のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載しております。

(有形固定資産の減価償却方法の変更)

「会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更」に記載のとおり、有形固定資産の減価償却方法

を変更しております。この変更により、従来の方法と比べて、当連結会計年度のセグメント利益が、それぞれ薬品事

業で209百万円、装置事業で８百万円、加工事業で291百万円、その他で７百万円増加しております。また、各報告セ

グメントに配分していない全社費用が11百万円減少しております。
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(((((１１１１１株当たり情報株当たり情報株当たり情報株当たり情報株当たり情報)))))

１株当たり純資産額及び算定上の基礎並びに１株当たり当期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度末
(2020年３月31日)

当連結会計年度末
(2021年３月31日)

(1) １株当たり純資産額 1,203円34銭 1,288円01銭

(算定上の基礎)

連結貸借対照表の純資産の部の合計額
(百万円)

170,947 176,667

普通株式に係る純資産額(百万円) 143,234 151,499

差額の主な内訳(百万円)

　非支配株主持分 27,713 25,168

普通株式の発行済株式数(株) 132,604,524 132,604,524

普通株式の自己株式数(株) 13,574,125 14,981,884

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株
式の数(株)

119,030,399 117,622,640

項目
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

(2) １株当たり当期純利益 78円87銭 84円75銭

(算定上の基礎)

連結損益計算書上の親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

9,449 9,999

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

9,449 9,999

普通株式の期中平均株式数(株) 119,811,578 117,978,716

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２ 株主資本において自己株式として計上されている株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する自

社の株式は、１株当たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めてお

り、また、１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式数に含めております。

１株当たり当期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数

前連結会計年度176,700株、当連結会計年度169,708株

　 １株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数

前連結会計年度末176,700株、当連結会計年度末166,600株

(((((重要な後発事象重要な後発事象重要な後発事象重要な後発事象重要な後発事象)))))

該当事項はありません。
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４４４４４．．．．．補足情補足情補足情補足情補足情報報報報報

（（（（（１１１１１）））））四半期毎の業績の推四半期毎の業績の推四半期毎の業績の推四半期毎の業績の推四半期毎の業績の推移移移移移（（（（（連連連連連結結結結結）））））

2021年３月期（連結）

(単位：百万円)

第１四半期

2020年４月～６月

第２四半期

2020年７月～９月

第３四半期

2020年10月～12月

第４四半期

2021年１月～３月

通算

2020年４月～2021年３月

売上高 20,793 23,524 25,376 30,223 99,918

売上総利益 7,138 7,234 9,830 10,383 34,586

営業利益 1,199 1,764 3,884 3,832 10,681

経常利益 1,554 2,893 4,420 5,328 14,197

税金等調整前当期純利益 1,537 3,609 4,456 6,857 16,462

親会社株主に帰属する
当期純利益

716 2,221 2,916 4,144 9,999

総資産 211,080 214,504 215,409 220,210 ―

純資産 168,226 171,688 172,177 176,667 ―

2020年３月期（連結）

(単位：百万円)

第１四半期

2019年４月～６月

第２四半期

2019年７月～９月

第３四半期

2019年10月～12月

第４四半期

2020年１月～３月

通算

2019年４月～2020年３月

売上高 30,696 29,270 28,769 30,291 119,028

売上総利益 10,733 10,332 9,855 9,290 40,211

営業利益 3,957 3,652 3,188 1,802 12,601

経常利益 5,146 4,116 3,903 2,557 15,723

税金等調整前当期純利益 5,244 4,040 3,936 2,338 15,560

親会社株主に帰属する
当期純利益

3,421 2,454 2,383 1,190 9,449

総資産 220,381 216,275 220,754 216,773 ―

純資産 169,438 170,655 172,474 170,947 ―

2019年３月期（連結）

(単位：百万円)

第１四半期

2018年４月～６月

第２四半期

2018年７月～９月

第３四半期

2018年10月～12月

第４四半期

2019年１月～３月

通算

2018年４月～2019年３月

売上高 28,091 31,896 32,251 36,968 129,207

売上総利益 10,517 10,867 11,451 11,141 43,978

営業利益 3,998 4,197 5,002 3,825 17,023

経常利益 5,066 4,979 5,690 4,393 20,130

税金等調整前当期純利益 5,043 4,949 5,687 3,813 19,492

親会社株主に帰属する
当期純利益

2,829 3,184 3,771 1,638 11,424

総資産 218,642 220,088 220,715 218,818 ―

純資産 161,987 165,729 166,166 166,759 ―
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（（（（（２２２２２）））））報告セグメントの所在地報告セグメントの所在地報告セグメントの所在地報告セグメントの所在地報告セグメントの所在地別売上高及び利益又は損別売上高及び利益又は損別売上高及び利益又は損別売上高及び利益又は損別売上高及び利益又は損失の金額に関する情失の金額に関する情失の金額に関する情失の金額に関する情失の金額に関する情報報報報報

(単位：百万円)

報告セグメント
売上高 セグメント利益又は損失（△）

前連結会計
年度

当連結会計
年度

増減額 増減率
前連結会計

年度
当連結会計

年度
増減額 増減率

薬品
事業

日本 29,822 26,286 △ 3,536 △11.9% 4,414 3,589 △ 825 △18.7%

アジア 15,339 13,540 △ 1,799 △11.7% 2,407 2,011 △ 396 △16.5%

欧米 907 778 △ 128 △14.2% 257 205 △ 52 △20.4%

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

1,285 969 △ 315 △24.6% 616 574 △ 42 △6.9%

計 47,355 41,575 △ 5,779 △12.2% 7,696 6,380 △ 1,316 △17.1%

装置
事業

日本 10,338 7,783 △ 2,554 △24.7% 344 △ 98 △ 442 △128.5%

アジア 12,754 9,165 △ 3,588 △28.1% △ 159 241 400 251.6%

欧米 825 561 △ 264 △32.0% 95 △ 38 △ 133 △140.4%

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

730 349 △ 381 △52.2% 338 326 △ 12 △3.6%

計 24,649 17,860 △ 6,788 △27.5% 618 430 △ 187 △30.3%

加工
事業

日本 26,941 23,691 △ 3,250 △12.1% 5,204 4,352 △ 852 △16.4%

アジア 11,305 9,013 △ 2,292 △20.3% 1,766 920 △ 846 △47.9%

欧米 7,177 6,391 △ 785 △10.9% 167 △ 309 △ 477 △284.4%

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

58 57 △ 1 △2.1% 200 243 42 21.2%

計 45,483 39,153 △ 6,329 △13.9% 7,340 5,206 △ 2,133 △29.1%

報告セグメント計 117,488 98,589 △ 18,898 △16.1% 15,655 12,017 △ 3,638 △23.2%

その
他

日本 3,615 2,705 △ 910 △25.2% △ 1,250 46 1,296 103.7%

アジア － － － － － － － －

欧米 － － － － － － － －

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

369 77 △ 292 △79.0% 0 △ 6 △ 6 －

計 3,985 2,783 △ 1,202 △30.2% △ 1,250 39 1,289 103.2%

合計 121,473 101,372 △ 20,100 △16.5% 14,405 12,057 △ 2,348 △16.3%

調整額 △ 2,444 △ 1,454 990 40.5% △ 1,803 △ 1,376 427 23.7%

連結損益計算書計上額 119,028 99,918 △ 19,110 △16.1% 12,601 10,681 △ 1,920 △15.2%

所在地別セグメント情報 (単位：百万円)

所在地
売上高 営業利益

前連結会計
年度

当連結会計
年度

増減額 増減率
前連結会計

年度
当連結会計

年度
増減額 増減率

日本 75,488 65,490 △ 9,997 △13.2% 8,669 8,108 △ 561 △6.5%

アジア 39,458 32,024 △ 7,434 △18.8% 4,025 3,166 △ 858 △21.3%

欧米 8,929 7,739 △ 1,190 △13.3% 516 △ 144 △ 661 △128.0%

合計 123,876 105,254 △ 18,621 △15.0% 13,211 11,129 △ 2,081 △15.8%

調整額 △ 4,847 △ 5,336 △ 488 △10.1% △ 609 △ 448 161 26.4%

連結損益計算書計上額 119,028 99,918 △ 19,110 △16.1% 12,601 10,681 △ 1,920 △15.2%
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※１ 当連結会計年度の期首から、事業区分を見直したことに伴い、一部の装置事業およびその他に含まれていた運

送事業・金属板試験片製造・販売事業について薬品事業へ変更し、一部の薬品事業について加工事業へ変更いた

しました。

なお、前連結会計年度のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載しておりま

す。

※２ 「会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更」に記載のとおり、有形固定資産の減価償却

方法を変更しております。この変更により、従来の方法と比べて、当連結会計年度のセグメント利益が、それぞ

れ薬品事業で209百万円、装置事業で８百万円、加工事業で291百万円、その他で７百万円増加しております。ま

た、各報告セグメントに配分していない全社費用が11百万円減少しております。

　


